



Significance of saving photos in the Western Japan Heavy Rain 





　The heavy rain that hit western Japan in July 2018 caused a great loss of victims 
and property. Museums and cultural properties have also been severely damaged, and 
relief and preservation activities are being conducted for the damaged materials.  
　Under these circumstances, the activities for saving and preserving photographs 
are often closely related to the owners themselves, and some activities are carried out 
by organizations or individuals not based on local governments or universities. Here, 
rather than highly specialized preservation and restoration technology, a method of 
preservation possible with familiar materials is required. In this paper, we summarize 


























クの活動といった資料レスキュー体制の重要性が議論に挙がっているのがわかる ( 註 1。
































務と可能性は今後とも高いと考えている。平成 30 年 7 月豪雨 ( 西日本豪雨 ) でも後述
する愛媛県のみならず、岡山県や岐阜県といった各地において、他の文化財・博物館












て強く発揮される可能性がある ( 註 3。
　平成 30 年 7 月豪雨 ( 西日本豪雨 ) は、この年の 6 月 28 日 ( 雨の降り始め ) から 7
月 8 日までの間、四国地方で 1,800mm を越える降水量が確認された地点があるなど
各地で 7 月の月降水量平均の 2 ～ 4 倍にもなった所が相次いだ ( 気象庁観測部計画
課情報管理室 2018,p.17)。愛媛県では西条市成就社で 965.5mm の降水量が確認され
ている。大雨の続いた 7 月 8 日には気象庁より同県南予地方に大雨特別警報が出さ
れ、特に肱川水系の各河川流域にあたる西予市・大洲市などで洪水の危険性が高まっ
ていた。7 月 4 日以降継続した雨は鹿野川ダム上流で 450mm、野村ダム上流域では
600mm を越える降雨量として観測され、双方のダムにおいて計画規模を上回った結

















へ「逆走」してきた台風 12 号 ( 平成 30 年台風 12 号 ) が影響して九州から四国へ渡
るフェリーが運休となってしまった。その結果 7 月 29 日の大洲市での開催は困難と
なり、30 日の八幡浜市でのワークショップに大洲市民の方々にも参加して頂く事と
なった ( 写真 1)。
　ワークショップでは地域社会で「写真を救う活動」を実践できるリーダーの養成と、
こうした活動の重要性を強調し理解促進を図った。特に地域リーダーの養成は愛媛資




















る記憶や記録を < 取り戻す > 作業には、こうした回復・再構築につながる役割が期待
される。
　また、日本赤十字社による『災害時の心のケア』では、災害時のストレス反応の
時間的経過について「急性期 ( 数十分、数時間、数日 )、反応期 (1 週間～ 6 週間 )、
写真 1: 八幡浜市でのワークショップの様子
左 写真を吊って乾燥している下での作業 , 右 アルバムから写真を剥離する
26










































































の写真をよみがえらせよう !』( 平成 30 年 9 月 22 日実施 ) では、八幡浜市教育委員会
と協議して愛媛での被災写真を活用した。ただし、このワークショップは 1 回のみで
あったので、その後預かった写真については筆者の方で最終的な処理を行う事となっ
た ( 次章参照 )( 註 5。
4: 実践した技術
1) 水害に遭った写真の処置
　水害によって被災した写真の処理については、筆者らは平成 17 年台風 14 号によっ

















検討している ( 鈴木 2010,p.180-184)。その中で硬膜剤としてホルムアルデヒド ( ホ















いるもの ( あるいはファイルに整理されていないもの ) であったと考えられる。
　こうした問題に対しては東日本大震災を受けて写真メーカーや民間団体によって








































　その後、乳剤面がアルバム表面の透明の PP( ポリプロピレン ) シートに張り付いた
状態のまま乾燥させたが、一部の写真は乾燥が進みすぎてしまい、乳剤が破片化し剥
落してしまうものもあった。このままでは脆弱な状態なので PP シートを残したまま
裏打ちを行って補強した ( 写真 3)。裏打ちには写真資料の保護に使用するピュアガー
ド ( 註 9 や、一般にも入手しやすい画仙紙を使用した。画仙紙の利用は写真分量とコス
トを考慮しての事であるが、本来ならばしっかりとした厚みのある紙の方がいいだろ
う。これを、CMC のり・メトローズ SM400 を塗布・噴霧して接着した。接着剤の使
い分けは任意ではあるが、メトローズの方が接着力が弱く、特に RC ペーパーの場合











た ( 註 10。カリミョウバンの処方は、コダック社が公開している定着剤「コダック フィ
クサー」(3.8L / 1GAL) 用粉末に含まれる「アンモニウムミョウバン、12 水化物」の分量、




































　う項目が挙げられている ( 文化審議会 2017a,p.14・2017b,p.23)。
2: 岡山県では倉敷市真備町等で被災した個人所蔵の様々な対象について、岡山県立美
　術館・ノートルダム清心女子大学と絵画修復工房 YeY による「西日本豪雨災害 『大
　切なもの』無償応急処置、出来る事を出来るだけチーム」によるレスキュー活動が
　行われており ( 上村 2019,p.2)、その中には多くの写真が含まれている。救出後の　
　資料の処置活動には一般市民が参加している ( 同活動 facebook ページによる )。また、
　岐阜県関市は『被災者支援制度ガイドブック』の中に「豪雨災害で泥水に浸かった
　写真・アルバム等の洗浄」に関する項目を設け、岐阜県博物館協会等の支援を得な




　れたのを確認している ( 山内 2019,p62-76)。
4:『宮崎日日新聞』平成 30 年 7 月 16 日・8 月 6 日記事。「共に前へ　西日本豪雨 1 ヵ月」
　という特集。7 月 16 日の記事には被災各県に関係する宮崎県民からの応援メッセー
　ジが、8 月 6 日の記事には現地で活動した本県ボランティアの活動が伝えられる中
　で、愛媛県西予市野村町出身で現地で活動した宮崎県民のインタビュー記事が掲載
　されている。
5: さらにこれらの資料の一部は同年 12 月 22 日に千葉大学で行った国立歴史民俗博
　物館主催のワークショップ『災害への備えと歴史文化資料の救済を考える』( ファ
　シリテーター : 天野真志氏 ( 国立歴史民俗博物館 ) 及び筆者 ) でも活用した。この　
　時の様子は千葉毅氏 ( 神奈川県立歴史博物館 ) によって映像として撮影・編集され、
　令和元年の台風 15・19 号災害に際して youtube 上で公開された












　水洗後の処理に使われる薬剤である (Kodak 社製 )。
7: 本多・川瀬両氏による被災写真の「救済処理の方針」はトリアージを前提としたも





















　ントを主とした写真のクリーニングを実施している ( 吉田 2014,p.58-123)。この活
　動では富士フィルムのノウハウが写真洗浄ボランティアの活動でのベースとなって
　いると考えられる。





　トパルプ又は漂白クラフトパルプを使用したもの ( 中略 ) リグニン含有量の多いパ
　ルプ繊維、アラム・ロジンサイズ剤及び金属微粒子が含まれてはならない」「還元　
　性硫黄の含有量は、0.0008% 未満」「pH 値は、7.0 ～ 9.5 の範囲」「アルカリリザー




10: 筆者は平成 17 年の台風 14 号災害の際には、黒白写真の乳剤定着に富士フィルム
　製の黒白写真定着液アートエマルジョンバインダーを使用した。だがフィルム写真
　の衰退に伴い同製品が販売中止となったため代替品を検討していく必要がある。カ
　リミョウバン ( アンモニウムミョウバン ) の処方はコダック社『製品安全データシー
　ト』( MSDS No.200000569/F/USA/JP、承認日：2001 年 9 月 13 日、作成日：　






　性もあるのだろう。筆者は『あいちトリエンナーレ 2013』( 開催期間：平成 25 年
33
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